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   The report deals with a case of 40 years old female who demonstrated Cushing's yndrome 
with obesity, moon face and so on. Pneumoretroperitoneum showed tumor of the left adrenal 
gland which was removed operatively. The histological examination of the tumor revealed 
highly differentiated cancer of the adrenal cortex. Literatures were reviewed to collect the 
cases of cancer of the adrenal gland associated with Cushing's yndrome reported in Japan.
緒 言
1932年Cushingが満 月様 顔貌,水 牛型 の肥
満等一連 の症状 を 呈 す る疾患 をPituitaryba-
sophilis皿と報 告 し,Kepler,Albrightによ
り副腎皮質 の糖質 ホル モンの過 剰に よ り,よ り
多 く見 られ るこ とが 明 らかに され,本 邦におい
て も黒岩 の 報 告以来 多数 の 報告 例が 見 られ る
が,今 回われわれ は副腎皮 質癌 に本症候群 を伴
った1例を経験 したので報告 し,併せてCushing








髪の抜けるのに気附 くようにな り・同時に躯幹,四 肢
に硬毛ならびに座瘡を来たし,昨年11月ごろより顔面
の 満 月 様 肥 大 な らび に 顔 面 の 発 赤 に 気 附 い て来 た.本
年2月15日 被 爆 内科 受 診,Cushing'sSyndromeの疑
い に て 当 科へ 転 科 した 。
現 症:身 長154cm,体重70kg,胸 囲107cm,腹囲
97cm,栄養 良 好,顔 面 は 発 赤 な らび に満 月様,胸 部 内
県 所 見 異 常 な く,前 胸 部,背 部 に,硬 毛 な らび に座 瘡
を 多 数 認 め 一 部 色素 沈着 を見 る.腹 部 に も同様 硬 毛 を
認 め 両 側 腎 は ふ れ な い.四 肢 に も硬 毛 多 数 を認 め る.
外 陰 部 異 常 な し(写 真1,2,3).
入 院 時 検 査 成 績=血 圧 は 最 高200～170mmHg,最低
130～120mmHg.
血 液 一 般 検 査
白血 球 数10×103,赤血 球 数570×104,Hb150%
(ザー リー),白 血 球 分 類BasophileO,Eosinophile
1.0%,Lymphocyte13%,Monocyte15%,Meヒa-
myelocyte3.0,NeutrophileI核8.0%,H,HI,
IV,V核 の 合 計60%,出 血時 間,1分30秒,凝 固 時 間
開始3分30秒,完 結10分.
尿 一 般 検 査
蛋 白(+)ビ,糖(+),赤 血球(一),白 血 球0～
1/1視野.
血 清理 化 学 所 見
総 蛋 白6.69/d1,A/G1.03,総ビ リル ビン0.4mg/
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d1,CCFT(一),TTT3u,総コ レス テ ロ ール106mg/




泌尿 器 科 的 検 査:後 腹膜 気 体撮 影 な らび に 静 脈 性 腎
孟 撮 影 併 用 に よ り,左 腎 の下 方 へ の 圧 迫 な らび に 腎上





腎機 能 検 査
PSP初 発7分,15分20%,30分15%,1時 間10
%,2時 間15%.
Fishberg濃縮 試験 最 高 比 重1026,
最 低 比 重1020.
BMR十10.5%
内分 泌 学 的 検 査
尿 中17-OHCS35.1mg/day
尿 中17-KS1圃70mg/day,2回79.5mg/day









































か ら本症候 群を 呈 す る患 者はPituitarybaso-
philismは意外 に少 く,副腎 の過形成,腺 腫,癌
腫が多 く見 られ るとし,Rynearsonは153例中
12例においてX-Rayに て トル コ鞍 の拡 大,眼
症状 を 呈 した と報告 し,本 邦に おいては 黒岩
(1937年)の報告以来1965年までに207例でそ
の内癌腫は14例 の報 告が ある.性 別 に 関 して
は,三 宅は本邦165例中男50,女115例と女性 に
多 く,年 令に関 しては本症50例中20才～40才に
おいて32例とその大 部分を しめ,活 動期 の女性
に多 く 見 られ る.Cushing症候 群を 伴 える副
腎所見 に 関 して,渋 沢は5才 以下 は90%に お
いて癌腫,10%に 腺腫,成 人に おいては 約
80%が過形成,15%が 癌 腫,腺 腫が5～10%
と報告 し,沖 中 内科 の集計 に よる本邦62例中,



























































































手術 の腰 麻 シ ョ ッ ク死,剖
検 に よ り 肝,肺 へ 転 移,






































































過形成72%,腺 腫16%,癌 腫12%と報告 してい
る.
特に 副 腎 皮質癌に 関 してLipsettは38例の
内,年 令 は12ヵ月～62才にわた り・性別では38
例中23例は女性で あると報告 し・副腎皮質癌 に
ょって産生 され る ステ ロイ ドの 内では17-KS
が最 も高 くて50mg～200mg/dayそれ 以上示
す とし,ス テ ロイ ド排泄値 と内分泌 的症候 との
関連について成人男子 で過剰 の17-KS排 泄を
示す7例 中 男性 化0,17-OHCS過剰の6例 中
Cushing症候群3例,女 性で過剰 の17-KS排
泄 を示す19例中18例に男性 化,過 剰17-OHCS
の18例 中Cushing症候 群を15例 に 認 めてい
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る.
Cushing症候 群の臨床所見 にお いて,尿 糖 は
20～25%に見 られ,血 液所見 においても,リ ン
パ球,好 酸球の減少,好 中球 の増加特 に高血圧
を示す症例が多い とされ,近 年高血圧症に おけ
る治癒可能な る高血圧症 とされ,Raker等によ
ればCushing症候 群63人の内51例において拡
張期圧100mHg以 上 の高血圧を示 し,5例 の
皮質癌中4例 に高血圧を認め2例 においては収
縮期圧200mmHg以 上,拡 張期圧110mmHg
の高値 を示 した と報 告 してい る.
さて われわれ の 症 例に おいて も,満 月様顔
貌,水 牛型の肥満,高 血圧等一 連のCushing
症候群を呈 し,特 に内分泌学的検査に て,尿 中
17-OHCSは35.1mg/dayと高値 を示 し,同 時
に尿中17-KSは79.5mg/dayと高値 を呈 し,
副腎 の抑制試験 におい ても,尿 中17-KS値 は
変化な く,後 腹膜気体撮影に より巨大 な腫瘤 を
証明出来,臨 床的には副腎 の悪性腫瘍が濃厚で
手術的に劉 出を行な った後,組 織学的検査 を行
な うに高度に分化を認めた癌腫の1例であった.
結 語
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